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任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会

委
員
の
一
般
選
挙
が
7
月
5
日
に

告
示
さ
れ
、
日
名
が
立
候
補
届
出
。

定
数
を
超
え
な
か
っ

た
た
め
、

無

投
票
で
当
選
し
ま
し
た
。

当
選
証
書
付
与
式
は
7
月
日
日

に
行
わ
れ
、
小
針

二

一
村
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
長
よ
り
一
人
ひ
と

り
に
当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た。
ま
た
、

7
月
幻
日
に
は
、
村
議

会
、
村
土
地
改
良
区
、

あ
ぶ
く
ま

石
川
農
協
、
い
わ
せ
石
川
農
業
共

済
組
合
か
ら
推
薦
を
受
け
た
5
名

の
方
に
対
す
る
選
任
書
交
付
式
が

行
わ
れ
、
車
田
村
長
か
ら
選
任
書

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
新
委
員
に
よ
る
最
初

の
農
業
委
員
会
総
会
が
開
か
れ
、

会
長
に
三
瓶
カ
氏
、
職
務
代
理
者

に
双
里
昌
光
氏
と
有
賀
久
嘉
氏
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

新
農
業
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す

D

V
三
瓶
力
(
会
長
・
川
辺
)
V
双
皇

昌
光
(
会
長
職
務
代
理
者
・
中
・
村

土
地
改
良
区
推
薦
)
V有
賀
久
嘉
(
会

長
職
務
代
理
者
辛
口
)
V
高
林
浅
松

(
中
・
議
会
推
薦
)
V
阿
部
重
房
(南

須
釜
)
V
飯
島
三
郎
(
南
須
釜
)
V

会事
:年業

:チは計
工マ画
アツな
lサど
を I.を
贈ジ決
る 定

平
成
げ
年
度
の
東
京
玉
川
会
総

会
が
7
月
刊
日
、

東
京
都
文
京
区

の
若
渓
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
に
は
、
会
員
印
名
と
玉
川

村
か
ら
の
関
係
者
間
名
が
出
席
し

ま
し
た
。
議
題
の
事
業
報
告
と
決

算
報
告
、
及
び
平
成
口
年
度
の
事

業
計
画
と
予
算
に
つ
い
て
事
務
局

よ
り
説
明
が
あ
り
、
事
業
計
画
で

は
、
た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
へ

の

健
康
器
具
(
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア

l
)
の
寄
贈
や、

玉
川
夏
祭
り
へ

の
協
賛
等
が
全
員

一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

懇
親
会
ぞ
親
睦
を
深
め
る

総

J

終
了
後
は
、
熊
田
藤
作

さ
ん
(
東
京
都
西
東
京
市
・
川
辺

出
身
)
の
乾
杯
の
音
頭
で
お
待
ち

か
ね
の
懇
親
会
に
入
り
、
会
場
は

一
気
に
和
や
か
な
雰
囲
気
に
。
詩

吟
献
舞
の
披
露
や
カ
ラ
オ
ケ
、
ま

た
東
京
玉
川
会
役
員
賞
や
玉
川
村

長
賞
、

J
A
あ
ぶ
く
ま
石
川
賞
な

ど
の
お
た
の
し
み
抽
選
会
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
参
加
者

車
田
幹
夫
(
小
高
)
V
高
林
浅
勝
(
中
V

V
渡
辺
一
雄
(
北
須
釜
・
あ
ぶ
く
ま

石
川
農
協
推
薦
)
V
佐
久
間
安
直
(北

須
釜
・
農
業
共
済
組
合
推
薦
)
V
大

竹
幸
久
(
岩
法
寺
)
V
溝
井
源
ニ
(
小

高
)
V
添
田
四
郎
(小
高
・
議
会
推
薦
)

V
榊
枝
金
徳
(北
須
釜
)
V
三
吉
勝

巳
(
電
崎
)
V
須
藤
竹
一
(
川
辺
)
V

野
口
勘
市
郎
(
北
須
釜
)
V
石
森
長

治
(
山
小
屋
)

2 

当選証書付与式のようす

…一郎一辺
町怠
長
読
む
除
制
紘
一

一一祝日引い
安
部
縮
減
誠
一

先
に
結
成
し
た
防
犯
組
織
「
安

全
安
心
た
ま
か
わ
こ
ぶ
し
隊
」
の

川
辺
支
部
の
結
成
式
が
7
月
路
目、

川
辺
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
区
役
員、

消
防
分
団
、

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
関
係
機
関
か
ら

多
く
の
区
民
が
出
席
。
ま
た
、
来

賓
と
し
て
車
田
村
長
な
ど
が
出
席

し
、
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

支
部
で
は
、
安
全
な
村
づ
く
り

の
た
め
に
、

区
民
を
あ
げ
て
見
ま

わ
り
な
ど
の
各
種
活
動
を
展
開
し

ま
す
。

新委員による初めての農業委員会総会

多
く
の
区
呉
か
参
加
し
て
行
わ
れ
た
支
部
結
成
式

ま多人 たう関川 ら にの 玉念 をに は
しく ー ま。人か村会閉来三県撮最深花 皆
た の品た もれ商場会年本鳩影後めを
。品持、 い 、工 にとの締ケ守にま咲久

(々ち今 る持会はな再め谷??はしかし
5 をよ 年 なちの、り会が市と全たせ振
ベ寄 りも どき物恒まを行 ・よ 員 。、り
lせ運会 大れ産例し誓わ南信 そ 最の
ジて 動員 変な展とたいれ須 2 ろ 後再
にいに に 盛いがな。合 、釜ぎつ ま会

ι 記たよよ 況ほ今つ いお 出んて でに
事だりる でど年た な 互身二の 懇話
)き、ー し買も玉 がい)埼記 親し

4lIIIIIIl o怒しと焼酎をセットで
玉川村の特産品であるさるなしの100%ジュースと 、キリン麦焼酎ピ

ュアブルーがセットで販売され、好評を得でいます。村とキリンビール
(樹との共同取組によるもので、こぶしの里センターをはじめ、各酒販屈
で販売されています。
おいしい飲み方は、さるなしジュースとピュアブルーを 1対 1の割合

て・割って飲むのが基本で、 好みに応じて氷や水を加えます。焼酎の麦独
特の甘さとさるなしの酸味が絶妙の味わいを醸し出します白
ぜひご賞味くださいD

さ
っ
そ
く
文
化
体
育
館
に

設
置
さ
れ
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
i

3 
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心臓が止まってから、または呼吸が止まってから、何分くらいにソ乙

命が助からないかが左の表の曲線で示されています。救急、車が到著する

まで全国平均で約 6分かかります。もしこんな持、救急車が到着するま

で手をこまねいて見ていたら、命を救うことができないのがこの図から

わかると思います。

「早い通報J I早い略急手当J I早い応急処置J I早い医療処置」

この救命リレーがスムーズに行われることが絶対に必要です。パイスタ

ンダー(現場に居合わせた人)の応急手当で今失われようとしている命

を救うことができるのです。

(%) 
100 

75 

250 
率
'-' 

25 

30 1時間

〔時閉経過〕

力ーラーの救命曲線

①心臓停止後約 3分で50%死亡
②呼吸停止後約10分で50%死亡
③多量出血後約30分で50%死亡

1015 2 3 

9 
30秒 1分

救急法講習会についての問い合わせは、須賀川消防署救急係までご連絡

くださいo ft0248-76-3197 

携帯電話での， ， 9番通報について

携帯電話で 119番通報をすると、須賀川消防本部管内(須賀川市、岩瀬郡、石川郡)では、最初に郡山消

防本部へつながります。その後、須賀川消防本部通信司令係へと転送されるシステムとなっているため、はじ

めに場所をはっきりと伝えてください。

救急車の適正利用について

救急業務とは、傷病者の生命及び身体を守るためのもので、住民が等しく利用することができる公共の業務

です口 しかし公共性があるとはいえ救急車の数には限りがあります口緊急に治療を受ける必要がある傷病者

が対象であることを理解し、良識ある利用をお願いします。

泉
、
須
釜
の
両
中
学
校
で
は
、

こ
の
ほ
ど
職
場
体
験
学
習
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
職
場
体
験
学
習
は
、
全
校

生
徒
が
村
内
外
の
企
業
な
ど
に
出

向
き
、
実
際
に
そ
の
仕
事
を
体
験

し
な
が
ら
仕
事
の
大
切
さ
な
ど
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
一
生
懸
命

仕
事
に
取
り
組
ん
だ
生
徒
の
様
子

を
、
一
部
で
す
が
ご
紹
介
し
ま
す
。

平成17年8月広報たまかわ

消防署で救助訓練などを体験する泉中生

am瞳
・
民
一
一

・n
M
間
師
月
一肋

aヨ
司
司

O
一m

mM叫
‘
年
一
臨

割叫ん
F54司

7
一
翻

菌・附
一一

七夕の劇を披露する須釜中生 (須釜児童館)すがま幼稚冒で子ども達と劇などで一緒に楽しむ須釜中生

職場体験学習では、

役場にも泉中の生徒がやっ

て来ました。 1年生の曲山大介君と

2年生の阿部貴紀君、小針淳君、三輪健・

.太君の 4人です。

4人は 2日間にわたり、文書の作成や.・

¥各行政区長への文書配布、広報紙

づくりなどを体験しました。..・

国勢調査

あなたの調査票には
日本の大切な未来がつまっていますO

調査する項目立、男女の別、出生の年月、就業状態、通勤-

通学地、住居の種類などです。調査内容が、他にもれた

り、統計以外の目的|こ使われることは絶対にありません。

国勢調査員が調査票を持ってうかがいます。未来のため

に、 10月1日のあなた若己入してください。

10月1日、国勢調査を全国し1っせいに行います。国勢調

査は、日本に住んでいるすべての人を対象とした大規模

な統計調査です。調査結果は、社会福祉、環境整備、雇用

対策、経済政策、交通計画など、みんなが住みよいまちづ

くりのための基礎資料となります。

次
の
記
事
は
、
由
来
中
の
生
徒
が
取
材
、
友
ぴ
写
真
撮
影
を
行
い
作
成
し
た
も
の
で
す

文書を車に積み各区長宅へ

運
動
で
転
倒
骨
折
を
予
防

7
月
か
ら

9
月
ま
で
の

3
カ

月
間
、
古
集
会
所
で
転
倒
骨
折

予
防
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
保
健
セ
ン
タ
ー
の

主
催
に
よ
る
も
の
で
、
健
康
に

な
る
た
め
、
ま
た
筋
肉
を
増
や

し
て
骨
折
を
予
防
す
る
た
め
に

と
行
わ
れ
、
今
年
で

3
年
目
に

な
り
ま
す
。

7
月
日
日
は
日
人
の
お
年
寄

り
が
参
加
し
、

mメ
ー
ト
ル
歩

行
や
開
眼
片
足
立
ち
な
ど
の
運

動
を
、
笑
顔
を
ま
じ
え
な
が
ら

楽
し
そ
う
に
行
な
っ
て
い
ま
し

た
。

パソコンで書類を作成中です

~10月 t 日東
京
玉
川
会
か
ら
贈
り
物

こ
の
ほ
ど
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
と
玉
川
十
壮
に
、
タ
オ
ル
や
石

鹸
な
ど

2
0
0
点
以
上
の
品
々

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、

7
丹
日
日
に
行

わ
れ
た
東
京
玉
川
会
総
会
の
際

に
、
一
人
一
品
持
ち
よ
り
運
動

に
よ
り
集
め
ら
れ
た
物
で
、
昨

年
に
引
き
続
い
て
の
贈
り
物
で

す
。

一生懸命運動する参加者

7
月
日
日
に
両
施
設
の
所
長

に
届
け
ら
れ
、
施
設
の
利
用
者

の
た
め
に
有
効
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

4 

両所長に届けられた多くの品々
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7
月
初
日
、
第
お
目
玉
川
村
少
年
球
技

U

大
会
が
村
民
グ
ラ
ン
ド
と
文
化
体
青
館
を

…

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日

朝
か
ら
気
温
も
グ
ン
グ
ン
上
昇
し
、
真

日

夏
日
と
な
っ
た
当
日
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

圃

と
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
、
文
字
通

日

り
の
熱
き
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

…

結
果
は
次
の
と
お
リ
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
マ
優
勝
・
川
辺
マ

2
位
・

画

中
マ

3
位
・
蒜
生
、
南
須
釜

日

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
マ
優
勝
・

日

イ
|
ウ
エ
ス
ト
(
吉
、
山
小
屋
混
合
)
マ

2

日

位
・
南
須
釜
マ

3
位
・
少
高
、
川
辺

ミ
ニ
パ
ス
ケ
で

• 

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
選
手

包

お知
らせ

平成17年8月広報たまかわ

一一一一一:、_/n Tarma tiOfl 

極真空手道連盟極真館主催の南東北空手道選手権大

会が7月17日、吾川町で開催され、 )11辺小の熊田真

衣さんが、組手小学 5・ 6年生女子の部と型小学生高

学年の部の両方で3位入賞を飾りました。

また、型一般男子の部に出場した酒井裕之さん(川 騨 VL機事選麟機
辺)と軒高校男子藍量級に出場した吉村雄太さん 関誌Iに議J171V欝 J
(学法石川高)も同じく 3位に入費しました。 湾戦記/た(を錦繍iん浦穣務違和さん

し終 日子ク安交対デ道
た了まびを通通策ン 1 7 

0 後たか配安安協ト 1月
に、けり全全議村 817 
主 3さま、の母会作号日
要通しドチの、戦線
道安たララ会突をの午
路全。イシな通実上後
の協 パとど安施下か
車会 iサか全し線ら
刈の に jレら協まで役
リメ 交ナ 35会 し 、 場
も ン 通シ人王た焚近
行パ 安ドが 川 c 通 く
い i 全リ参分安安の
まは をン加会通全国

さんが組手と型で夕、ブル入費

北空手道選手権大。

交
通
安
全
を
醇
び
n

縄県から

添市少年の船jで
福島

ド
ラ
イ
バ
i
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

支
通
安
全
母
の
会
会
員
ら

諜

57-4621 

住民税務課

57-4622 

57-4624 

健康福祉課

57-4623 

保健センター

37-1024 

室

57-4625 

地域整備課

57-4626 

57-4631 

企聞産業課

57-4627 

務総

個
人
事
業
税
と
は
、
個
人
で
事

業
を
行
な
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
る
税
金
で
す
c

個
人
事
業
税
の

納
期
限
は
、
第
1
期
分
が
8
月
末

日
、
第
2
期
分
が
日
月
末
日
と
定

め
ら
れ
て
お
り
、
今
年
度
の
第
1

期
分
の
納
期
限
は
8
月
担
日
制
と

な
り
ま
す
c

田
市
中
地
方
振
興
局
県
税
部
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、

納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

預
金
口
座
か
ら
振
替
納
税
を
す
る

方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、
県
中
地

方
振
興
局
県
税
部
に
お
申
し
込
み

の
う
え
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

新
し
く
口
座
振
替
を
申
し
込
ま
れ

た
場
合
は
、
第
2
期
分
か
ら
の
取

り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

8
0
2
4
1
9
3
5ー

1
2
5
1

計ム一
A

態再
提

…

V
ι
?
 

福
島
県
女
性
の
た
め
の
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
に
よ
り
巡

田
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談

は
無
科
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

E
U
V
 V

相
談
内
容

〈
〉
男
女
問
題
。
夫
等
の
暴
力
・

酒
乱
〈
〉
離
婚
問
題
な
ど

V
相
談
日
・
会
場

9
丹
U
H

日
制

県
中
保
健
福
祉
事
務
所
(
須
費

川
市
旭
町
)

V
相
談
員

女
性
の
た
め
の
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
職
員
、
保
健
福
祉
事
務
所
職
員
、

関
係
機
関
職
員
、
弁
護
士

V
受
付
時
間

午
前
却
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

V
そ
の
他

福
島
県
女
性
の
た
め
の
相
談

6 

7月27司、沖縄県の浦添市より、浦添市少年の船

の一行が福島空港へと降り立ちました。一行は小学生

から高校生までの団員と、{義間滞添市長をはじめとす

る関係者など什5名。この後いわき市へとむかい、 4
日間にわたり県内を見学しました。

この日はちょうど、木村の中学生沖縄研修の出発の

日で、一行が乗ってきた飛行機に泉、須釜両中生が入

れ替わりで搭棄し、沖縄へと旅立ちました。

57-4629 

農業委員会

57-4628 

議会事務局

57-4630 

教育委員会

57-4633 

公民館

(文化体育館)

57-4632 

須釜支所

57-2061 

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
電
話
に
よ

る
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

合

0
2
4
i
5
2
2
i
1
0
1
0

須
賀
川
消
防
署
で
は
、
消
火
栓

の
基
本
的
な
取
り
扱
い
と
自
衛
消

防
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
次
の
と

お
り
第
日
間
事
業
所
対
抗
屋
内
消

火
栓
操
法
競
技
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
o

v開
催
日
時

9
丹
日
比
日
制
午
前
9
時

V
開
催
会
場

須
賀
川
市
牡
丹
園
駐
車
場

農
業
試
験
場
で
は
、
研
究
成
果

や
施
設
等
を
農
業
者
や
一
般
の
方

に
広
く
公
開
し
、
農
業
へ
の
理
解

や
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
呂
的
に
、
毎
年
参
観
デ
!
を
関

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
養
鶏
試

験
場
と
合
同
で
開
催
し
ま
す
の
で
、

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

V
開
催
日
時

9
月
9
日
制
・
日
目
白

午
前
9
時
初
分

1
午
後
4
持

(
日
日
は
午
後
3
時
ま
で
)

V
開
催
場
所

福
島
県
農
業
試
験
場
(
郡
山
市

富
田
町
内
子
若
宮
前
却
)

V
内
容

〈
〉
最
新
の
試
験
研
究
成
果
の
紹

介
〈
〉
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
産
品
等
の

試
食
等

O
小
学
生
に
よ
る
バ
ケ

ツ
稲
成
果
農
〈
〉
技
術
相
談
コ
ー

ナ
ー
〈
〉
場
内
生
産
物
(
野
菜
・
花
・

果
物
)
の
販
売
〈
〉
各
地
域
特
産

品
の
販
売
〈
〉
ヒ
マ
ワ
リ
迷
路

V
問
い
合
わ
せ

県
農
業
試
験
場
企
醐
広
報
室

品
川

0
2
4
i
9
3
2
1
7
7
8
4

ワ
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福
島
地
方
法
務
局
白
、
同
支
局
で

は
法
務
局
で
取
り
扱
っ
て
い
る
各

業
務
に
つ
い
て
、
皆
様
か
ら
気
軽

に
御
相
談
い
た
だ
け
る
よ
う
、
無

料
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
o

v開
設
日
時

9
月
4
日
侶

午
前
日
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

V
開
設
場
所

福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局

(
白
河
小
峰
城
合
同
庁
舎
内
)

V
相
談
内
容

。
不
動
産
・
商
業
登
記
の
手
続
・

土
地
の
境
界
問
題
・
遺
産
相
続

。
地
代
・
家
賃
等
の
供
託
〈
〉
戸
籍
・

国
籍
〈
〉
夫
婦
・
家
庭
内
の
問
題

。
虐
待
・
い
じ
め
・
体
罰
開
題
・

差
別
問
題
な
ど
に
つ
い
て

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
o

v担
当
者

法
務
局
職
員
、
公
証
人
、
人
権

擁
護
委
員

V
電
話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

合

0
2
4
5
3
4
1
2
0
2
1

E
0
2
4
1
5
3
6
1
1
5
5
 

岱

0
2
4
l
5
3
6
i
1
1
7
4

V
問
い
合
わ
せ

福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局

品
川

0
2
4
8
i
2
2
1
1
2
0
1

だ
け
る
乾
燥
汚
泥
を
無
料
で
提
供

し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は

お
開
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

V
肥
料
成
分
(
乾
物
当
り
値
)

。
窒
素
5
・
4
%八
〉
リ
ン
酸
5
・

8
%。
加
里
0

・
3
%〈
〉
炭
素

窒
素
比
5
・
4
%

V
問
い
合
わ
せ

石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合

企

2
6
1
2
7
8
4

郡
山
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

企
業
で
働
い
て
い
る
方
、
こ
れ
か

ら
就
職
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に

技
術
講
習
会
(
テ
ク
ノ
セ
ミ
ナ
ー
)

を
開
催
し
ま
す
。

V
セ
ミ
ナ
ー
名
・
実
施
予
定
日

〈
〉
第
1
種
電
気
工
事
士
実
践
知
識

9
月
日
臼
・
凶
日
・
日
日

〈〉第
1
種
電
気
工
事
士
実
践
技
能

日
月
8
日
・

9
目

。
半
自
動
溶
接
実
践
技
能

1
月
四
百

-
m
u
日

〈〉ア

1
ク
溶
接
実
践
基
礎
技
能

2
月
幻
自
・
幻
自
・
お
日

。
配
管
実
践
技
能
I

1
月
担
日
・
お
日

〈
〉
配
管
実
践
技
能
E

1
月
辺
日
・
お
日

〈
〉
機
械
C
A
D
設
計
基
礎

2
月
7
日
・

8
日

県
内
各
地
に
あ
る
精
神
障
害
者

家
族
会
の
連
合
会
で
あ
る
福
島
県

精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会
つ
ば

さ
会
で
は
、
精
神
疾
患
の
家
族
を

抱
え
る
方
や
当
事
者
な
ど
か
ら
の

身
近
な
相
談
に
芯
じ
る
電
話
相
談

会
を
行
い
ま
す
。

相
談
員
の
多
く
は
精
神
疾
患
の

家
族
を
持
っ
た
体
験
を
し
て
い
る

家
族
自
身
で
す
。
「
話
を
開
い
て

欲
し
い
」
「
他
の
人
の
体
験
を
開

い
て
み
た
い
」
「
闘
っ
て
い
る
が

ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
わ
か
ら

な
い
」
な
ど
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
o

v電
話
相
談
日

①
9
月
刊
日
②
叩
月

8
日

③
日
月
ロ
自
④
ロ
月
刊
日

⑤
1
月

比

日

⑥

2
月
四
日

⑦

3
月
日
日

い
ず
れ
も
士
曜
日

V
相
談
時
間

午
後
1
時
お
分
か
ら

4
時
鈎
分

V
相
談
電
話
番
号

合

0
2
4
1
9
3
9
1
3
4
0
1

V
受
講
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
島
県
立
郡
山
高
等
技
術
専
門

校
能
力
開
発
課

合

0
2
4
9
4
4
1
6
6
3

一、2
1
F4

日
暗
記N

H
K
学
園
で
は
講
座
の
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
趣
味
・
教

養
か
ら
語
学
、
資
格
ま
で
幅
広
い
ジ

ャ
ン
ル
の
講
座
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

通
信
講
座
で
す
の
で
マ
イ
ペ
ー
ス
で

学
べ
る
の
が
魅
力
で
す
。

V
講
座

〈
〉
俳
句
〈
〉
短
歌
〈
〉
川
柳
〈
〉
書
道

。
ぺ
ん
字
〈
〉
絵
酉

O
手
芸
〈
〉
英

語
。
ハ
ン
グ
ル
〈
〉
中
国
語
〈
〉
資

格
。
福
祉
資
格
。
教
養
な
ど

V
受
講
期
間

3
カ
月
1
1年
(
講
麗
に
よ
り
異
な
り
ま
す
)

V
申
込
期
間

年
中
受
付
し
て
い
ま
す

V
資
料
請
求

合

0
1
2
0
0
6
1
8
8
8
1

V
問
い
合
わ
せ

N
H
K山
字
国

合

0
4
2
i
5
7
2
1
3
1
5
1

『
ニ
コ
ニ
コ
サ
ー
ク
ル
』
で
は
一

緒
に
活
動
で
き
る
メ
ン
バ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
日
中
子
ど
も
さ

福
島
県
司
法
書
士
会
で
は
、
次

に
よ
り
電
話
及
び
面
談
に
よ
る
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

V
開
催
日
時

9
月
刊
日
目
・
日
日
制

午
前
叩
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

V
相
談
電
話
番
号

岱

0
2
4
i
5
3
4
1
7
5
0
7

V
相
談
会
場

福
島
県
司
法
書
士
会
館

福
島
市
新
浜
町
6
1
m

v相
談
内
容

。
不
動
産
に
関
す
る
相
続
・
遺
書
・

贈
与
・
信
託
・
財
産
処
分
・
財
産

管
理
問
題
等
〈
〉
福
祉
問
題
。
介

護
保
険
〈
〉
地
域
福
祉
権
利
擁
護

事
業
〈
〉
施
設
等
へ
の
入
所
問
題

。
虐
待
・
い
じ
め
等
人
権
問
題

。
親
子
・
養
子
等
の
身
分
問
題

。
年
金
・
保
険
開
題
〈
〉
税
金
問

題
〈
〉
認
知
症
に
関
す
る
問
題
等

V
相
談
員

福
島
県
司
法
書
士
会
員
ほ
か
関

係
各
種
田
体
会
員
(
予
定
)

V
問
い
合
わ
せ

福
島
県
司
法
書
士
会

8
0
2
4
i
5
3
4
1
7
5
0
2
 

ん
と
二
人
だ
け
で
過
ご
す
こ
と
が

多
い
方
、
自
分
の
話
し
相
手
や
子

ど
も
の
遊
び
相
手
が
ほ
し
い
方
な

ど
子
育
て
中
の
方
な
ら
ど
な
た
で

L.平成[&年度自衛官D学的募集案内-

8 

券
な
ど
を
お
返
し

じ
て
い
ま
す
|

税
関
で
は
、
権
外
か
ら
の
引
き

揚
げ
の
際
お
預
か
り
し
た
次
の
通

貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い

ま
す
。

。
終
戦
後
、
権
外
か
ら
引
き
揚
げ

て
こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸
地
の

税
関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た

通
貨
・
証
券
な
ど

〈
〉
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総

領
事
館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証

券
な
ど
の
う
ち
、
日
本
に
送
還

さ
れ
た
も
の

返
還
の
申
し
出
は
、
預
け
ら
れ

た
方
ご
本
人
は
も
と
よ
り
、
ご
家

族
の
方
で
も
結
構
で
す
。
お
心
あ

た
り
の
方
は
、
次
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

V
小
名
浜
税
関
支
署

岱

0
2
4
6
9
2
5
1
5
1

V
小
名
浜
税
関
支
署
福
島
空
港
出
張
所

8
0
2
4
7
1
5
7
1
1
1
3
3
 

石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合

で
は
、
肥
料
と
し
て
お
使
い
い
た

も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
、
問
い
合
わ
せ
は
保
健

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
c

企

3
7
i
1
0
2
4

募集種目 受験資格 受付期間 試験日

防衛大学校学生
推薦 9月5臼ι9月78 9月24・25日

一般 高卒(見込合)21歳未満の者 1 次次 :11 月月 12 ・13 日
2.:x: 12 Jì 13~16 日

防衛医科大学校学生 9月9日 ~9月30日 I 次次 :11 月月 5 ・6 日
2 * : 12Ji 7 ~ 9自 主

護学生 高卒(見込合)24歳未満の者 l 次次 :10 月月16 日
2:-X:ll)=j18・

I次:9丹23日

航空学 高卒(見込合)21歳未満の者 2 次 :10丹 15~20 日

3次:11月13日~

一般曹候補学生 18歳以上24歳未溝の者 1次:9月17日
8月 1 日 ~9月 8 日

2次:10月13・14日
候補士

男子 18歳以上27歳未満の者 筆口述記等 9月月16日

2等罷・海・空士
9 J=l29日

女子 筆口述記等 9丹月25日9 J=l26日

ft0248-24-0372 詳しくは福島地方連絡部自河募集事務所まで

9 
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10 

;
認
知
症
(
痴
呆
症
)
の
予
防
に
向
け
て
④
;

認
知
症
発
症
に
つ
な
が
る
生
活
習

積
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
!

こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
次
に
示
す
よ
う

な
生
活
習
環
は
認
知
症
の
発
症
と
関
係
が

深
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

1
.
魚
を
食
べ
ま
し
ょ
う

特
に
、
ま
ぐ
ろ
、
い
わ
し
、
さ
ば
、
さ

ん
ま
、
あ
じ
な
ど
の
青
背
の
魚
に
は
、
脳

の
炎
症
や
動
脈
硬
化
を
防
ぎ
、
脳
の
老
化

や
認
知
症
の
予
防
に
効
果
の
あ
る
E
P
A

(
エ
イ
コ
サ
ベ
ン
タ
エ
ン
酸
)
・

D
H
A

(
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
)
が
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
口

2
.
緑
黄
色
野
菜
を
金
べ
ま
し
ょ
う

健
康
な
高
齢
者
と
認
知
症
の
高
齢
者
の

食
生
活
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
認
知
症
の

高
齢
者
の
方
が
縁
葉
色
野
菜
を
食
べ
る
量

が
少
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
脳
の
老
化
を
訪
ぐ
栄
養
成
分
も
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

3
標
高
脂
血
痕
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

最
近
の
研
究
で
、
高
齢
者
が
高
カ
ロ
リ

ー
-
高
脂
肪
の
食
事
を
長
時
間
続
け
る
と
、

認
知
症
に
な
る
危
険
性
が
高
ま
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
高
カ
ロ
リ
ー
・
高

脂
肪
の
食
品
を
摂
る
と
、
体
内
に
活
性
酸

素
が
で
き
や
す
く
、
そ
れ
が
脳
細
施
を
傷

つ
け
、
認
知
症
の
発
病
に
つ
な
が
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
c

4
.
運
動
す
る
習
環
を
も
ち
ま
し
ょ
う

効
果
的
な
の
は
、
就
寝
す
る
6
時
間
か

ら
4
時
間
前
に
約
加
分
以
上
の
軽
い
運
動

を
す
る
こ
と
で
す
。
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
な
ど

の
有
酸
素
運
動
に
、
も
も
上
げ
体
操
な
ど

の
軽
い
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
と
、

更
に
効
果
的
で
す
。

今月は男子生徒の精通についてお伝えします。

アンケー卜では、精通をむかえたと答えた生告は

28.7%で、その時期については70.0%の生徒が中学 1

2年生と答えていました。また、少数ですが3.5%の生

徒が精通についで悩みがあると答えており、異体的には

次のような内容でした口

思春期保健(中学生編)⑩}

I費 自 割合

精通をむかえていない 1.4% 

体への彫響 0.7% 

人に知られたくない 0.7% 

無回答 0.7% 

丹経教育と同じように、精通教脊についても男女とも

に科学的な知識の普及を行い理解を深めるとともに、女

子生提と同様に一人で悩むことがないよう、身近な存在

である学校や家族が適切な時期に相談にのることができ

るよう、意識を高めていく必要があります。

腕可すとれもとーを\~事場:~

平成17年8月

お誕生おめでとうございます | 
( 7月届出分)
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林
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添
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て
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1 ) 1，945戸(一村のようす
(17年 8月 1自現在)

¥
2ノハU

1 ) 

3，813人(-11)

7，578人(

3，765人(十

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をい

ただきました。厚く御礼申し上げます。

(村社会福祉協議会)

さんから
さんから
さんから
さんから
さんから

記

大和田重功
車問昭五
添 田 義 恵
小林晴一
有賀正記

の
の
の
の
の

JII 辺
小高

竜崎
三と
仁1

5
.
昼
寝
の
習
慣
を
持
ち
ま
し
ょ
う

睡
眠
は
踏
に
適
度
な
休
養
を
与
え
、
起

き
て
い
る
時
の
脳
の
鋤
き
を
活
発
に
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
、
昼
食
後
の
午
後
1
時

か
ら
3
時
の
間
関
に
却
分
以
内
の
短
い
昼
寝

を
す
る
人
は
、
認
知
症
に
か
か
り
に
く
い

と
い
う
研
究
結
果
が
で
て
い
ま
す
。

5
.
知
的
行
動
習
捜
を
磨
き
ま
し
ょ
う

『
ラ
ジ
オ
を
聞
く
」
「
本
・
雑
誌
・
新

開
を
読
む
』
『
ゲ

i
ム
を
す
る
』
『
博
物

館
へ
行
く
』
な
ど
の
知
的
行
動
習
慣
を
持

っ
て
い
る
人
は
認
知
症
に
な
り
に
く
い
と

い
う
結
果
が
で
て
い
ま
す
む

7
編
入
と
の
お
付
き
合
い
を
大
切
に

ひ
と
り
暮
ら
し
で
、
外
の
子
供
や
友
人

が
訪
ね
て
く
る
の
が
、
週
l
間
以
下
と
い

う
社
会
的
つ
な
が
り
が
乏
し
い
人
は
、
そ

う
で
な
い
人
に
比
べ
て
認
知
症
の
発
症
が

8
倍
で
あ
る
と
い
う
研
究
結
果
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
人
と
会
話
を
す
る
時
は
、

過
去
の
記
憶
や
体
験
し
た
こ
と
(
エ
ピ
ソ

ー
ド
記
憶
)
を
も
と
に
会
話
を
し
ま
す
。

ま
た
、
相
手
の
身
振
り
や
表
慣
、
気
持
ち

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
注
意
を
向
け
な

が
ち

(
注
意
分
割
力
)
話
し
を
し
ま
す

G

あ
る
い
は
、
友
達
と
ど
こ
か
に
遊
び
に
行

く
約
束
を
し
た
ら
、
そ
れ
を
自
標
に
1
日

の
計
画
や
1
週
間
の
計
酉
を
立
て
る
(
計

画
力
)
か
も
し
れ

ま
せ
ん
口
つ
ま
り
、

人
と
お
付
き
合
い

を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
私
た
ち
は

自
然
に
摘
の
さ
ま

ざ
ま
な
機
能
を
つ

か
っ
て
い
る
の
で

す。

15日(木〉

年金の受給手続など、お気軽にご相談ください。
※年金手帳、基礎年金番号通知書をご持参ください。

-
回
日
U

帯
広

郡白ヤクルト販売(械代表取締役斉藤富男さんから 5，000円

創作舞踊芳泉流家元小松芳泉さんから50，000円

ご存じですか!検察審置会

交通事故、詐欺、おどしなどの犯罪の被害にあったが、検察官がその事件を起訴し

てくれないのはどうも納得できない。そのような不満をお持ちの方は、検察審査会に

ご相談ください。

大お問い合わせば

郡山検察審査会事務局(福島地方裁判所郡山支部内) s024-932-5656 
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日 曜日 内 円台~、 時間 場所 日 曜日 内
円台今、 時間 場所

木 (元)ラージポーjレ卓球 9:30 文化体育館 BCG予防接種 12:45 保健センター

3 土
津軽三味線教室 9:00 文化体育館 13 !た ナイター開放 18:30 村民グランド

テニス教室 9:30 テニスコート レディースセミナー 19:00 文化体育館

4 日 子宮がん検診 8:00 保健センター 14 水 子宮がん検診 8:00 須釜公民館

5 月 機能訓練 10:00 保健センター (元)ラージポール卓球 9:30 文化体育館

すくすくクラブ 保健センター
15 木

転倒骨折予防教室10:00 9:30 苦集会所

6 :よと ナイター開放 18:30 村民グランド 口腔検診 8:00 保健センター
17 土

エアロピクス教室 19:00 文化体育館 津軽三味線教室 9:00 文化体育館

(元〉ラージボール卓球 9:30 文化体育館 19 月 敬老会 10・00 文化体育館

7 水
転倒骨折予防教室 9:30 吉集会所 ナイター開放 18:30 村民グラン ド

新米パパの育児教室 18:30 保健センター 20 火 エアロピクス教室 19:00 
文化体育館

木版画講座 19:00 文化体育館 レディースセミナー 19:00 

(元)健康たいそう教室 9:30 文化体育館 転倒骨折予防教室 9:30 吉集会所

9 金 1 )歳児相談会 13:00 保健センター 3'"'-'4ヶ月児健診 13:30 公立岩瀬病院

こぶし・なつ椿学級野外研修
21 水

松島方面(10日まで) (元)ワーキンググループ 18:30 
文化体育館

施設愛護活動 6:00 村民グランド 木版画講座 19:00 

津軽三味線教室 9:00 22 木 (元)ラ ジポール卓球 9:30 文化体育館

10 土 (元)スポーツサロン 13:00 
文化体育館

25 日 第7回福島空港玉川健康マラソン大会 福島空港公園

子ども地域教室 13:00 ナイタ-開放 18:30 村民グランド
27 火

太極拳教室 19:00 レディースセミナー 19:00 文化体育館

11 日
衆議院議員総選挙投票日 28 水 転倒骨折予防教室 9:30 苦集会所

少年剣道大会 8:30 文化体育館 29 木 (元)ラージポーjレ卓球 9:30 文化体育館

(元) たまかわ元気スポーツクラブ 30 金 (元)健康たいそう教室 9・30 矢吹町プール

ひらた中央病院

中島病院

23日(金)

25日(日)

中島病院

中島病院

中島病院

ひらた中央病院

休日当番医

4日(日)

11日(日)

18日(日)

19日(月)

16日(金)13日(火)
30日(金)

9日(金)
27日(火)

6日(火)
26日(月)

え~コミ
2日(金)

20日(火)

資源コミ
西部地域
東部地域

国民健康保険税(第3期分)
介護保険料(第3期分)

26日(月)納税

28日(水)
21日(水)

21日(水)
28日(水)

14日(水)
7日(水)

有害コミ・不燃コミ
西部地域 7日(水)
東部地域 14日(水)

目
指
す
は世

界
ナ
ン
バ
ー
ー

9
月
刊
日

・
日
日
に
ロ

シ
ア
の
モ

ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
る
、
極
真
空
手

道
連
盟
極
真
館
主
催
に
よ
る
第

1
回

全
世
界
ウ
ェ
イ
ト
制
空
手
道
選
手
権

大
会
に
、
南
須
釜
の
増
子
広
行
さ
ん

が
出
場
し
ま
す
。

世
界
初
出
ヵ
固
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
大
会
を
制
し
た
選
手
が
出
場
す

る
こ
の
大
会
は
、
体
重
別
の
組
手
の

部
と
型
競
技
の
部
が
行
わ
れ
、
増
子

さ
ん
は
型
競
技
の
部
に
出
場
し
ま
す
。

増
子
さ
ん
は
2
0
0
3
年
と

2
0

0
4
年
の
全
日
本
大
会
を
連
覇
し、

世
界
大
会
出
場
の
キ
ッ
プ
を
手
に
入

れ
ま
し
た
。
次
に
目
指
す
の
は
、
世

界
ナ
ン
バ
ー

ー
の
座
で
す
。
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